
埼玉県景観資源データベース 埼玉県／埼玉県景観行政連絡会議

建築物

武蔵嵐山 30

関連URL:

重厚にして気品あふれる風格と優美華麗な彫刻は、貴族的趣味を

彷彿させ、棟札からは江戸時代後期天保10年（１８３９）の造営で棟

梁は「河原明戸村飯田和泉金軌」とあり、旧麻生村（現在の熊谷

市）の飯田という名工だったということが分かっています。

あんようじさんもん

安養寺山門

徒歩駅より にて 分 ／ 駅より にて 分

外観はいつでも見学可能、内覧は貸出時不可の場合あり、確実に内覧の場合には大寄

公民館（048-571-0341）へ確認

（訪問見学注釈）

年時代区分 江戸 1839

訪問・見学対応 敷地外から望見可能

敷地内の見学可能

建築物内部の見学可能

要予約・問い合わせ

有料

非公開

竣工年(西暦)

所有者属性 個人・非法人・その他

所有者名 大蔵区

設計者 飯田金軌

施工者 飯田金軌

景観法指定状況

受賞年度

賞名

その他表彰等

紹介文献

アクセス

受賞年度

【彩の国景観賞】

【市町村景観賞】

指定文化財

登録文化財

【文化財】

市町村指定

無し

受賞歴 無し 年度

年度

景観資源の名称：

紹介文：

表彰・文化財情報

資源情報

嵐山町大蔵所在地：

※該当するものに×が表示されます。

2007.3.23情報初期登録年月日

1134207003

入力担当市町村名 嵐山町

最終更新年月日 2013.8.8

入力担当部所名 まちづくり整備課


